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 「井の中の蛙、大海を知らず」は、狭い
ところで考え方も狭くなることの例えですね。
　一人では無理でも、皆で協力すればでき
ることがあります。えこひろばのものづく
り講習会や園芸講座、修理や衣類の交換会
等のイベントは「もったいないの心を地域
に広げたい」という個人の想いが集まって
団体を作り実現したものです。
　また、小さな１団体だけではできないこ
とでも、行政や事業者・学校等と連携して、
役割を分担して取り組めば活動が広がりま
す。自主講座として始まった裂き布ぞうり
作りや生ごみ堆肥作りも、長年続けている
間に、小学校やまちづくりセンター、商店
街から依頼を受けるようになり、生ごみ堆
肥作り講習会は、区の補助事業、区との協
働事業の時期を経て2012年から区の事業と

して実施しています。
　えこひろばは、エコライフにつながる地
域イベントへもできる限り参加しています。
参加することで、同じ地域で活動する市民
団体との交流が生まれ、地域の実情や共通
の課題など、気づかされること、見えてく
ることが色々あります。
　米国の次期大統領がトランプ氏に決まり
ました。他国のことですが、選挙戦で「地
球温暖化はでっち上げだ！」との信じられ
ない発言も聞いているので、同じ地球に住
む人間として不安が胸をよぎります。現代
の「井の中の蛙」は、インターネットの普
及で「大海」の様子をある程度知ることが
できます。耳をふさいでも井の中だけで平
和に暮らせる時代ではありません。気軽に
できることから一歩、踏み出してみませんか？
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●世田谷区消費者団体連絡会● 
　世田谷区消費生活センターを拠点として、生協など
消費者問題にかかわる団体が活動しています。えこひ
ろばも消費者団体として世田谷区消費者団体連絡会に
参加しています。11月には毎年《世田谷くらしフェス
タ》を開催しており、今年も11月6日に行われました。
　えこひろばはおもちゃや傘の修理、クリスマス飾り
作り等で出展すると共に、イベントの企画運営や当日
スタッフとしても参加しました。

●せたがや生涯現役ネットワーク●
　せたがや生涯現役ネットワークでは、まちづくり、環境、福祉、子育て、仲間作りなど様々な
NPO、事業者、大学、行政など約60の団体が連携・協力して地域での参加の場や機会作りの応援を
しています。毎年2月には《大人の学園祭》を開催し、講演会と各団体の活動紹介を行っていま
す。えこひろばも実行委員としても参加し企画運営にかかわっています。

　エコライフを地域に広げる活動は、その目的が行政の施
策と重なる場合が多いので、16年前のNPO設立当初から世
田谷区の環境、清掃・リサイクル、消費生活、市民活動、
生涯現役などの各部署と連携して、区民にごみ減量や省エ
ネなどを呼びかけてきました。
　啓発講座やセミナー、環境啓発イベントでは、主に企画
や市民サイドの運営を担当し、区には、全体の調整や会場
の確保、広報を担当してもらう形で開催してきました。

世田谷区との連携

　この他に、区内のNPOで結成されたせたがや防災NPOアクションのメンバーとして、防災訓練
等を通して発災時に向けたNPOのネットワークづくりを進めています。

区内の市民団体との連携

　今年度は、《生ごみ堆肥で美味しい野菜づくり講習会》の
企画・運営を区清掃・リサイクル部事業課と連携する事業
として行っています。8月には恒例の《ふるさと区民まつ
り》に出展しました。また、10月末には、エネルギー施策
推進課が担当する区の環境イベント《エネフェスせたがや
2016》に、市民団体としてエコクイズ、種のブローチ、
松ぼっくりのクリスマス飾り、ソーラーカー作りなどで初
出展しました。
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　世田谷区では、地球温暖化対策を進めるため、温室効果ガスの排出抑制に向け、省エネルギー
推進の呼び掛け、自然エネルギー活用と自治体連携の施策を進めています。
　冬の節電のための暖かい服装、室温20度設定などの「ウオームビズ」、カーテンを厚手にするな
どの「窓の省エネ」、エアコンや冷蔵庫などの買い替え時の「省エネ家電の選択」など、家庭の省
エネルギー推進を呼び掛けています。また、環境イベント「エネフェスせたがや2016」を10月29
日（土）、30日（日）の２日間、二子玉川ライズのガレリアで開催し、多くの来場者に、楽しみながら

身近なエネルギーについて考えていただきました。
　区は、森林整備で発生する間伐材等を利用した
木質バイオマス発電所を建設中の群馬県川場村と、
発電電力を世田谷区民に供給する仕組みについて
の協定を今年２月締結しました。この発電所は、
2020年５月、電力供給を開始する予定となってい
ます。
　区では、このほか、自然エネルギー活用拡大を
目指し、全国の多くの自治体との連携を推進する
べく取り組んでいます。

世田谷区の省エネ推進の呼び掛け
自然エネルギー活用と自治体連携

●地域イベントや学習会●
　世田谷区には、各まちづくりセンターが事務局となっている、ごみ減量やリサイクルを推進する
ための区民の委員会があり、イベントや学習会を行っています。えこひろばは毎年6月には船橋地
区の環境イベント《エコフェスタちとふな》に参加し、農大や松原高校にも呼びかけて学生さんが
参加することでこども達に楽しくエコ体験の場
を提供しています。10月は《まつざわふれあい
リサイクルフェア》に出展し、2月には《祖師
谷リサイクルフェア》におもちゃや傘の修理な
どで出展予定です。
　また学習会の講師にも呼んでいただいていま
す。夏には上馬や成城で布ぞうり作り、12月に
は梅丘で電力自由化について、2月には上馬で
干し野菜作りの講習会を予定しています。
　楽しみながらごみ減量や省エネについて皆で
考えたいと活動しています。

↑エコカルタを楽しむこども達

各地域のごみ減量・
リサイクル推進委員会との連携
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本紙（モノクロ版）は再生紙（古紙約10％配合）を使用しています。

Tel 090-6315-7432　Fax 045-402-8272
e-mail　tamikotsuka@aol.com

Tel 080-5025-2281　Fax 03-3421-1947
e-mail　harabe@e03.itscom.net

いざ、大海へ！

このまんがのキャラクターがホームページに！
下記のアドレスに遊びに来てね！
http://www.knacktwin.com

◎その他の行事予定◎

入会申し込み・問い合わせは「　　　　  事務所」
〒154-0024　世田谷区三軒茶屋1-32-2　e-mail：ecohiroba@b05.itscom.net

“できることから少しずつ”何かやってみたい人、会員になって興味のある分野で楽しく仲間を作り活動して
みませんか？　また、会の活動を応援したい皆さん、ぜひサポート会員として活動を支えて下さい。
えこひろばの基本的な活動は会員の皆さんからの会費で成り立っています。

年会費　一口　1000円　　◎正会員…2口以上　　◎サポート会員…1口以上

●えこひろばのホームページはこちら!!
http://home.e00.itscom.net/eco

振込口座　郵貯銀行00100-6-608077「えこひろば」、三菱東京UFJ銀行三軒茶屋支店（普）1135475

　えこひろばにとって自然エネルギーの活用や省エネも大事なテーマで、2面でも紹介した今年はエネフェスせたがや
2016に出展しました。親子で参加できる場を作ることで身近なイベントとして楽しんでもらえたのではないかと思っ
ていますが、本号のテーマでもある連携の難しさも感じています。
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【せたがやボロ市】
日時：12月15日(木)・16日(金）、１月15日(日)・16日(月)
　　　午前10時～午後５時位まで
場所：世田谷通り田代ビル前(桜小信号の近く)
リサイクル手芸品（布ぞうり・エコバッグなど）の紹介、販売

申し込み・問い合せは塚元まで

◎定例行事予定◎
（三軒茶屋の区施設2か所とリサイクル千歳台）
＊おもちゃの修理（無料）
　かさの修理（１本300～500円）、
包丁とぎ（300円）

毎月第４土曜
受付10時半～13時
ぐるんぱ主催 リサイクル千歳台

＊布ぞうり講習会（参加費700円）
布の無い方はお申し込み下さい

　（＋300円）

リサイクル千歳台（第４木曜）
と三軒茶屋・区消費生活
センター活動室

＊リサイクル手芸講習会　
　ネクタイで帽子作りなど
　（参加費500円～800円）

不定期
リサイクル千歳台

＊園芸講座・グリーンカフェ
　（参加費500～1000円）

毎月第４金曜
リサイクル千歳台

＊裂き織り講習会
　（参加費1500円）

毎月第２水曜
リサイクル千歳台

＊えこひろば inキャロット
　 参加費
　衣類の交換会：衣類の持ち込み
は無料、持ち帰り100円～

　傘の修理：１本300～500円、
　布ぞうり作り：700円（布持参の方）

毎月１回 日曜又は祝日 
受付13時～15時  
三軒茶屋・キャロットタワー３階
市民活動支援コーナー


